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鉄道総研の発明

パテントシリーズ

▊▊目的と効果
　電車は屋根に搭載したパンタグラフ

を使って架空電車線（架線）から電力

を得ますが，走行中に安定した電力を

得るためには，架線が正しい位置にき

れいに張られていることが必要になり

ます。

　現在でも電気検測車（ドクターイエ

ローなど）では架線の測定を行ってい

ますが，パンタグラフが接触するトロ

リー線の状態しか測定していないため，

それ以外の線条や金具は人手に頼った

検査が行われています。

　そこで，電気検測車などから架線全

体の状態が測定できるようにするこ

とを目指し，その第1ステップとして，

架線を構成する線条の位置を，光学的

手法により非接触で測定する方法を開

発しました。

▊▊技術の概要
　左右2台のカメラに対象物（線条）が

写った角度から，対象物の上下・左右

方向の位置を三角測量の原理で算出す

るステレオ計測を基本としています。

しかし，カメラに線条が何本も写ると，

目的の線条を自動認識することが難し

いという問題がありました。

　一方，レーザー光を周囲に放射し

て物体が存在する方向と距離を測定

するレーザー測域センサー（以下，測

域センサー）は，測定精度が劣るもの

の，線条の3次元的な配置がわかるた

め，自動認識が容易です。

　そこで，測域センサーで線条のおよ

その位置を把握し，カメラ画像の解析

範囲を限定することで，線条を正しく

自動認識できるようにしたものです。

　図1はセンサーの配置で，カメラ

と測域センサーを横に並べています。
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図1　車両屋根上へのセンサーの配置 図2　模擬架線における架線位置の測定結果

図2は試験用に複雑に張った模擬架線

を測定した結果で，4組の架線を正し

く自動認識できることを確認しました。

▊▊発明余話
　画像処理により架線の位置を非接触

で測定するアイデアは昔からあったの

ですが，線条の自動認識方法が課題で

した。一方，測域センサーで架線の位

置を測定する技術は，この特許の共有

者である株式会社明電舎が持っていた

のですが，ステレオ計測ほどの測定精

度が得られないことが課題でした。そ

こで両者の特長を生かすことで，高い

測定精度を保ったまま，線条の自動認

識がうまく行える方法を考案しました。

　今後はアイデアを形にして，実際に

電気検測車などで使える装置の開発を

進めていきます。
（根津一嘉／電力技術研究部

　集電管理研究室）
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